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◆東面大垣(東院地区)の調査一第286次

雷…

はじめに宇奈多理神社上水道工事にともなう州i調

査。調在地は、束院東南部と東而火皿の２ヶ所だが、前

昔は遺構の残りが悪いのでここでは符略する。而積は

77.5㎡、期間は９月８１|～１２１１。

検出した遺構と出土遺物南北に長い洲企区のほぼ''１

央に帆５cm程度の灰白粘土が筋状に残る。周辺における

従来の洲企結果から、位世的にみてこれは東而大皿

SA5900の築地堰板痕跡と考えられる。堰板痕跡の断Iii

は若干束而大垣築地心々側（東側）に傾く。部分的に認

められる'脇の変化、jIlllill、底面レベルの違いは、堰板単

位を反映しているものと推定される。

堰板痕跡を挟んでその東西の土肘はほぼ平行に縞状を

なし、そのド胴は調査区内東西端まで一連の｣猫で、上

脳より蝋位の厚い縞状土ＩＷであった。本洲在区は|脇が狭

いうえ、地山を確認することができなかったので断言は

できないが、従来の調在結果からみて、東側が築地本体、

凹側は犬走り築成土、下脳は掘込地業|ﾉ』にあたるものと

思われる。

SS16303はSA5900のI1Li側に沿って検出したピット群で

ある。本調炎区のすぐ南側にあたる第245-2次洲在（､|城

５年度）でもlIil様の柱穴列を検出しており、巡のもの

と考えられる。調査区が狭いためか、掘形ははっきりし

なかった。間隔はふぞろいであるが、位世的にみて築地

添柱もしくは寄柱のIIJ能性がある。

世物は掘込地業内から軒丸瓦6314Ａ、6308Ｂ型式、噂

名１点を含め、瓦噂類計35点がｌｌＩｋした。

まとめ本調在では、堰板痕跡などを検出し、東|iii大垣

の築造方法を知る手がかりを得た。また、＃li込地業から

出土した軒丸瓦は平城宮軒瓦編年11-2期にあたり、東而

大通がつくられた年代の上限を示す資料として注Ⅱすべ

きものである。（清野孝之）
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図４２第２Ｂ６次調査遺構平面図１：６０
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